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新人給システムの不具合に関する中間報告

新システム導入にあたり、人員やスケジュール設定に無理はなかったのか？

～来年度も続くシステム修正、長引く給与等の支払い遅延
　担当幹部の責任は重大です！～

県労連は5月9日、県当局に対し「システムの不具合による給与等未払いへの早期対応」の申入れを行ったところですが、9月6日、県当局から新人事給与システムの不具合についてのお詫びと中間報告がありました。（概要は下記のとおり）

当面、システム担当職員の過重負担を回避するための体制整備を求めるとともに、新システムの導入に当たって、人員やスケジュール設定に無理は無かったのか、労使での検証を求め、業務効率の改善策を実施させる必要があります。また、このような事態を招いた担当幹部の責任を追及します。
新人事給与システムの不具合について（中間報告）

【概要】
＜不具合の現状＞

不具合が発生した要因としては、①プログラムのバグ、②運用事業者の設定ミス、③職員の入力誤り（マニュアルの不備、周知の不徹底によるものも含む。）の３つに大別される。

また、これまでに、多くの職員に影響を与えた不具合は以下のものがあり、原因を上記①～③で分類すると、次のとおりとなる。

○児童手当の支給遅延・・・①、②

○非常勤職員の報酬の支給遅延・・・③

○通勤手当の支給・精算遅延・・・①、②

○親睦会費等の控除停止・・・①、②、③

○平成28年分源泉徴収票の配布留保・・・①、②
ただし、プログラムのバグや運用事業者の設定ミスについては、事業者に発注した要件定義の誤りや定義内容が不十分であるもの、事業者への伝達において意思疎通が不十分であるものなど、事業者に全ての原因があるとは言えないものもある。

＜今後の対応について＞

・引き続き不具合の原因究明を行い、正しい仕組みで計算が行われるよう修正を進めていく。

・職員に直接影響が生じる不具合については、9月末を目途に一定程度収束する見込みである。しかし、
実際には、不具合があっても人事課や給与事務センター等の職員の手作業による暫定対応により、職員に影響が出ないようにしているものも多いことから、今年度及び来年度にかけての機能改善により対応を進めていくこととする。

・システムの修正は今年度から実施するが、職員に正しい給与が支給されることを最優先に、誤支給に直結するような不具合から修正する。

・特に、非常勤職員に関連する情報の修正作業が所属の大きな負荷となっていることから、データ修正機能を今年度の早い段階で行う。

・平成30年度も引き続きシステム修正を行い、不具合はもとより、操作性の向上等も図っていく。

・今後、全ての職員にかかわる給与処理として、平成29年分の年末調整があるが、繰り返しテストを行い、正しい結果となるよう準備を進めていくものの、場合によっては、職員にデータの確認をお願いする可能性もある。

・今後、各所属の担当者からの意見を汲み取る機会を設けるとともに、職員に対しても丁寧な説明を行っていく。

・不具合の対応が落ち着いたところで、新人給システム運用開始後の混乱に関して、事業者側に原因があるもの、県側に原因があるもの、双方に原因があるものを整理し、責任の所在を明確にしていく。

・新システム稼働に伴う混乱が生じた原因については、今後、あらためて年度内を目途に取りまとめを行う予定である。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































